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口腔腫瘍治療学分野 

論文 
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1. 六反田 賢，柳本惣市，鳴瀬智史，川北晃子，坂本由紀，梅田正博．遠隔口腔粘膜疾患患者相談システムの構築．

日口診誌 30：83-88，2017． 
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2017． 
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指した手術が可能になった症例．頭頸部癌 43：377－382，2017． 
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症候群の 1 例：口腔腫瘍 29：219-225，2017． 

11. 五月女さき子，船原まどか，川下由美子，梅田正博，大学病院における周術期口腔機能管理：予防歯科の役割と今

後の展望，口腔衛生会誌 67：262-269，2017． 
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2. 六反田 賢，梅田正博．遠隔口腔粘膜疾患患者相談システムの運用状況．長崎県歯科医師会学術誌 2：31-35，2017． 

3. 五月女さき子．周術期口腔機能管理．長崎県歯科医師会会報 712：24-25， 2017． 
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1. 柳本惣市．長崎県保険医協会編：病気を持った患者の歯科治療－医科から歯科へのアドバイス－（改訂第 4 版）：

分担「顎関節症」．長崎県保険医協会，長崎市，16－19，2017． 

2. 梅田正博．長崎県保険医協会編：病気を持った患者の歯科治療－医科から歯科へのアドバイス－（改訂第 4 版），

分担 抗血栓薬と歯科治療（歯科の立場から）．長崎県保険医協会，長崎市，268-270，2017． 

3. 梅田正博．長崎県保険医協会編：病気を持った患者の歯科治療－医科から歯科へのアドバイス－（改訂第 4 版），

分担 周術期口腔機能管理－医科と歯科の連携について－．長崎県保険医協会，長崎市，372-373，2017． 

4. 黒嶋伸一郎，朝比奈 泉，林田 咲，梅田正博，澤瀬 隆．骨吸収抑制薬関連顎骨壊死と歯科治療 Update in 2017
（第 3 回）顎骨壊死の治療エビデンスと治療の実際．歯界展望 129：1084-1101，2017． 

5. 船原まどか，梅田正博．味覚異常．夏目長門，池上由美子，編：治療を支える がん患者の口腔ケア．医学書院，

東京，87-93，2017． 

6. 梅田正博．1-3 全身疾患の理解．2-7 悪性腫瘍．4-12 悪性腫瘍切除術．4-13 頸部郭清術．4-14 気管切開術．古森孝英，

編：歯科衛生士講座 口腔外科学．永末書店，京都，23-31，143-153，287-289，290，291-292，2017． 

7. 梅田正博．口腔ケア．夏目長門，編：言語聴覚士のための基礎知識 臨床歯科医学・口腔外科学．医学書院，東京，

239-249，2017． 

8. 梅田正博．唾液腺疾患．榎本昭二，他，監修：分担 最新口腔外科学 第 5 版．医歯薬出版，東京，372-381，828-832，
2017． 

9. 川崎五郎：油症検診における口腔カンジダの発現に関する研究．油症総括・分担研究報告書，63-65， 2017. 

10. 五月女さき子：食道がん術後肺炎予防に対する周術期口腔機能管理の有効性～多施設共同後ろ向き研究～．第 23 回

日本歯科医学会総会シンポジウム 5「がん治療時の周術期口腔機能管理：管理方法の標準化とエビデンス検証への

取り組み」，歯界展望特別号 2017「歯科医療 未来と夢」，83-84，2017． 

11. 船原まどか：抗菌薬局所投与による口腔がん SSI 予防に向けた多施設共同ランダム化比較試験．歯界展望特別号 2017
「歯科医療 未来と夢」，84-85，2017． 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

   2        0        0        6        0       23 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

梅田正博・教授 常任理事 日本口腔腫瘍学会 
梅田正博・教授 代議員 日本口腔外科学会 
梅田正博・教授 評議員 日本口腔科学会 
梅田正博・教授 評議員 日本頭頸部癌学会 
梅田正博・教授 代議員 日本有病者歯科医療学会 
梅田正博・教授 理事 日本口腔ケア学会 
梅田正博・教授 共同研究委員会委員長 日本口腔腫瘍学会 

梅田正博・教授 共同研究委員会ワーキング１ワーキング長 日本口腔腫瘍学会 

梅田正博・教授 共同研究委員会委員長 日本口腔ケア学会 

川﨑五郎 
・准教授 

代議員 日本口腔外科学会 

柳本惣市・講師 口腔癌取扱い規約検討委員会 日本口腔腫瘍学会 
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柳本惣市・講師 教育委員 日本頭頚部癌学会 

柳本惣市・講師 日本口腔ケア学会誌編集委員 日本口腔ケア学会 

柳本惣市・講師 口腔癌診療ガイドライン改訂委員会協力委員 日本口腔外科学会 

柳本惣市・講師 雑誌査読委員 日本口腔ケア学会 

柳本惣市・講師 調査・企画ガイドライン推進プロジェクト委員会委

員 
日本有病者歯科医療学会 

柳本惣市・講師 抗血栓療法ガイドライン改訂システマティックレ

ビューチーム委員 
日本有病者歯科医療学会 

五月女さき子・ 
講師 

日本口腔ケア学会誌査読委員 日本口腔ケア学会 

五月女さき子・ 
講師 

ワーキング１ワーキング長 日本口腔ケア学会 

柚鳥宏和・講師 口腔癌取扱い規約検討委員会 日本口腔腫瘍学会 
柚鳥宏和・講師 口腔癌診療ガイドライン改訂委員会協力委員 日本口腔外科学会 

坂本由紀・助教 ガイドライン診療ガイドラインワーキンググルー

プ 
日本睡眠歯科学会 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究 ( C ) 
放射線性顎骨壊死の病態と発症リスク因子

の解明に関する多施設共同研究． 

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究 ( C ) 
食品成分からの口腔がん予防活性化合物の

探索法確立と単離同定． 

川﨑五郎 
・准教授 

厚労科研費 分担 食品を介したダイオキシン類等の人体への

影響の把握とその治療法の開発等に関する

研究． 

柳本惣市・講師 日本学術振興会 代表 
 

基盤研究（C） 
口腔癌遠隔転移に関与する播種性腫瘍細胞

を制御する microRNA に関する研究． 

五月女さき子・ 
講師 

日本学術振興会 代表 
 

基盤研究（C） 
放射線性多発う蝕の発生機序の解明と予防

法に関する多施設共同ランダム化比較試験． 

五月女さき子・ 
講師 

日本学術振興会 分担 基盤研究 ( C ) 
食品成分からの口腔がん予防活性化合物の

探索法確立と単離同定． 

五月女さき子・ 
講師 

ライオン歯科材株式会社 代表 トレー法によるフッ化物局所応用による頭

頸部放射線治療後の多発性う蝕予防.． 

五月女さき子・ 
講師 

ノバルティスファーマ 代表 癌患者における薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）
の治療法と予後に関する多施設共同研究 

～外科的療法の適応と術式を中心に～． 

鳴瀬智史・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
口腔癌に対するセツキシマブの治療効果を

高めるための薬剤感受性制御機構の解明． 
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坂本由紀・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
舌等尺性トレーニングによる舌形態の変化

が閉塞型睡眠時無呼吸の病態に及ぼす影響． 

林田 咲・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
薬剤関連顎骨壊死治療の多施設共同前向き

研究と病理組織学的病態解析． 

奥山紘平・助教 日本学術振興会 代表 研究活動スタート支援 
KPU-300 併用放射線増感療法抵抗性な口腔

癌細胞株の放射線抵抗因子に関する解析． 

奥山紘平・助教 年度計画対応経費事業 代表 第 2 回英語論文校正支援プログラム採択． 

川北晃子・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
抗菌薬の口腔内局所投与による食道がん術

後肺炎の予防：多施設共同ランダム化比較試

験． 

 


